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学
　

校
　

農
　

園

　
　

全

小

学

校

へ

の

設

置

は

学
校
農
園
の
設
置
な
ど
に
よ
り

　
　

農

業

体

験

の

充

実

に

努

め

る

パーセント条例
 　　市 の 見 解 は

市民理解が必要であり
 検 討 課 題 と し た い

国民健康保険税
税制改正による負担増
　軽 減 策 の 考 え は

国保財政が厳しく
独 自 の 軽 減 は 困 難 で あ る

成

年

後

見

制

度

 

低

所

得

者

へ

の

取

組

は

国
や
都
な
ど
の
補
助
制
度
を

 
活

用

し

て

い

き

た

い

朝
日
町
１
丁
目
地
内
開
発
計
画

通
学
路
の
安
全
確
保

　
　
　

   

市

の

考

え

は

不

具

合

が

あ

る

場

合

は

　
　
　

   

改　

善　

し　

た　

い

校 庭 の 芝 生 化
　 整 備 す る 考 え は

都 補 助 な ど の
　 活用を検討したい

手
塚　

歳
久
議
員　

日
新
小
学
校

で
は
、
学
校
農
園
で
子
供
た
ち
が

数
多
く
の
植
物
を
栽
培
・
観
察
し

て
、
収
穫
し
た
経
緯
を
学
年
ご
と

に
発
表
し
て
い
る
。

　

東
京
の
近
郊
都
市
で
、
こ
れ
だ

け
の
農
業
体
験
が
で
き
る
こ
と
は
、

す
ば
ら
し
く
、
市
内
の
全
小
学
校

へ
学
校
農
園
を
設
置
し
、
同
様
の

体
験
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
ら
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

学
校
教
育
部
長　

学
校
農
園
は
、

学
校
の
敷
地
面
積
や
管
理
上
の
課

題
が
大
き
く
関
係
す
る
の
で
、
児

童
・
生
徒
の
実
態
や
地
域
の
実
情

等
を
考
慮
し
対
応
し
て
お
り
、
各

校
が
判
断
し
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
、
農
地
の
あ
っ
せ
ん
や
指

導
者
の
派
遣
、
資
材
な
ど
の
提
供

を
学
校
の
希
望
に
よ
り
行
う
﹁
子

ど
も
農
業
体
験
推
進
事
業
﹂
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
、学
校
農
園
の
実
施
と
あ
わ

せ
て
、
本
事
業
の
積
極
的
な
活
用

を
図
り
、
子
供
た
ち
の
農
業
体
験

稲
津　

憲
護
議
員　

様
々
な
分
野

で
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
市
民
活

動
は
、
今
後
も
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
る
。

　

市
川
市
で
は
、﹁
納
税
者
が
選
択

す
る
市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援
に

関
す
る
条
例
﹂︵
パ
ー
セ
ン
ト
条

例
︶
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。

　

同
条
例
は
、
個
人
市
民
税
の
納

税
者
が
支
援
し
た
い
団
体
を
１
つ

選
択
す
る
と
、
市
は
そ
の
税
額
の

１
％
相
当
額
を
支
援
金
と
し
て
団

体
へ
交
付
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
同
条
例
に
対
す
る
市

の
見
解
を
聞
き
た
い
。

生
活
文
化
部
長　

同
制
度
の
導
入

は
、
新
た
な
取
組
で
あ
り
、
幅
広

い
市
民
の
理
解
を
得
る
必
要
も
あ

る
の
で
、
検
討
課
題
と
し
た
い
。

議
員　

今
後
、
同
条
例
に
つ
い
て
、

庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

生
活
文
化
部
長　

先
進
市
の
内
容

を
研
究
し
、
他
市
の
動
向
を
踏
ま

え
、
必
要
性
を
検
討
す
る
中
で
、

必
要
に
応
じ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
設
置
を
考
慮
し
た
い
。

他 

再
び
東
八
道
路
︵
府
３
・
２
・
２
の
２

号
線
︶
の
計
画
状
況
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
●

都
議
会
議
員
個
人
が
発
行

し
た
配
布
物
に
つ
い
て

目
黒　

重
夫
議
員　

本
市
で
は
、

国
民
健
康
保
険
︵
国
保
︶
税
に
つ

い
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
が

増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
改

定
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
年
１
人

平
均
で
約
１
万
円
の
増
と
な
っ
た
。

　

更
に
、
国
の
税
制
改
正
と
重
な

り
、
国
保
に
対
す
る
市
民
の
負
担

は
重
く
な
っ
た
と
考
え
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
影
響
額
を
知
り
た
い
。

生
活
文
化
部
長　

平
成
18
年
度
の

影
響
額
は
、
税
制
改
正
で
約
８
７

０
０
万
円
、
市
の
改
定
に
よ
る
も

の
は
、
約
５
億
円
で
あ
る
。

議
員　

国
保
加
入
世
帯
の
53
・
７

％
は
、
所
得
１
０
０
万
円
以
下
の

世
帯
で
あ
る
。

　

所
得
の
低
い
世
帯
で
の
負
担
感

は
大
き
く
、
せ
め
て
税
制
改
正
の

影
響
分
に
つ
い
て
は
独
自
に
軽
減

す
べ
き
と
思
う
が
、市
の
考
え
は
。

生
活
文
化
部
長　

負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
法
律
で
激
変
緩
和
措
置

が
行
わ
れ
、
18
年
度
か
ら
２
ヵ
年

の
特
別
控
除
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
国
保
財
政
が

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
独
自

の
負
担
軽
減
は
困
難
と
考
え
る
。

他 

京
王
バ
ス
競
艇
場
前
駅
行
き
路
線
の

改
善
に
つ
い
て

柴
野　

和
夫
議
員　

成
年
後
見
制

度
は
、
認
知
症
の
高
齢
者
、
知
的
･

精
神
障
が
い
者
な
ど
、
判
断
能
力

が
十
分
で
な
い
方
々
の
財
産
管
理

等
を
支
援
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

同
制
度
は
平
成
12
年
に
施
行
さ

れ
、
各
方
面
か
ら
大
き
な
期
待
を

も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
が
、
本
市
に

お
け
る
取
組
の
現
状
を
聞
き
た
い
。

市
長　

18
年
10
月
に
、
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー
ふ
ち
ゅ
う
を
開
設
し
、

具
体
的
な
相
談
内
容
を
検
討
す
る

た
め
の
事
例
検
討
会
等
を
開
催
し

て
い
る
。
ま
た
、
同
制
度
の
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
対
象
者
向
け

学
習
会
等
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員　

低
所
得
者
へ
の
取
組
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

福
祉
保
健
部
長　

身
寄
り
が
な
く

緊
急
性
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
国

や
都
が
行
う
成
年
後
見
制
度
利
用

支
援
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
、
府
中
市
社
会
福
祉
協
議

会
と
具
体
的
な
取
組
の
実
施
に
向

け
、
協
議
し
て
い
る
。

他 

府
中
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
検
討
協

議
会
の
答
申
内
容
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
︵
特
に
南
町
・
四
谷
循
環
ル
ー
ト

に
か
か
わ
る
点
を
中
心
に
︶

小
山　

有
彦
議
員　

朝
日
町
１
丁

目
地
内
に
、
大
規
模
開
発
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　

当
該
地
は
、
白
糸
台
小
学
校
の

近
辺
に
位
置
し
て
い
る
が
、
通
学

路
な
ど
の
学
校
周
辺
道
路
に
つ
い

て
、
そ
の
整
備
や
安
全
確
保
を
市

は
ど
う
考
え
る
か
。

学
校
教
育
部
長　

当
該
地
の
外
周

道
路
は
す
べ
て
通
学
路
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
子
供
た
ち
の
安
全
面

で
不
具
合
な
箇
所
等
が
あ
る
場
合

に
は
、
関
係
課
と
調
整
し
、
改
善

に
努
め
た
い
。

議
員　

こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
地

域
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
開

か
れ
た
公
聴
会
で
の
住
民
意
見
は

最
大
限
に
勘
案
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
住
民
意
見
と
は
別
に
、

同
条
例
に
基
づ
く
土
地
利
用
調
整

審
査
会
の
答
申
が
出
た
が
、
そ
の

内
容
は
。

都
市
整
備
部
長　

答
申
で
は
、﹁
積

極
的
な
緑
化
と
、
連
続
性
や
統
一

感
の
あ
る
町
並
み
形
成
に
努
め
る

こ
と
﹂、﹁
既
存
道
路
沿
道
に
つ
い

て
、
歩
行
者
等
の
安
全
確
保
へ
配

慮
す
る
こ
と
﹂、﹁
建
築
協
定
、
景

観
協
定
の
制
度
を
活
用
し
、
居
住

環
境
の
維
持
、保
全
を
す
る
こ
と
﹂

の
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
﨑　

久
和
議
員　

校
庭
芝
生

化
な
ど
の
エ
コ
ス
ク
ー
ル
事
業
は
、

学
習
環
境
の
充
実
や
環
境
教
育
の

推
進
に
大
き
な
役
割
を
担
う
と
思

う
。

　

そ
こ
で
、
校
庭
芝
生
化
の
現
状

と
導
入
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長　

平
成
16
年
度
に

住
吉
小
学
校
の
校
庭
の
一
部
を
芝

生
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
改
築
中
の
第
三

中
学
校
で
も
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

芝
生
化
は
、
児
童
・
生
徒
が
緑

に
触
れ
、
心
が
い
や
さ
れ
る
等
の

効
果
が
あ
る
一
方
で
、
維
持
管
理

な
ど
の
面
で
課
題
が
あ
る
。

議
員　

都
で
は
、
19
年
度
か
ら
全

小
・
中
学
校
の
芝
生
化
実
施
を
決

定
し
、
芝
生
化
や
壁
面
緑
化
に
対

し
て
、補
助
事
業
を
設
け
て
い
る
。

　

こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
積
極
的

に
条
件
整
備
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

学
校
教
育
部
長　

今
後
、
各
学
校

の
実
情
に
あ
わ
せ
、
維
持
管
理
体

制
等
を
研
究
し
、
都
の
補
助
事
業

の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
不
燃
物
収
集
ボ
ッ

ク
ス
︵
オ
レ
ン
ジ
の
箱
︶
の
収
集
方
法

の
改
善
を

が
豊
か
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

他 

子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
に
つ

い
て
●

駅
及
び
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
促
進
に
つ
い
て

　　▲学校農園（日新小学校）

　　▲権利擁護センターふちゅう

　　▲開発地に隣接する道路




